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組織強化　執行室制度（プロジェクトチーム）の取組み

社会福祉法人　あいの土山福祉会

住所／TEL 滋賀県甲賀市土山町北土山2057番地　／　（0748）66-1911

URL／E-mail http://www.edeltutiyama.com　／　t.hirooka@edeltutiyama.com

経営理念 『至誠』～小さな安心から大きな安心へ～
　私達が提供するサービスは日本全体から見れば小さなことかもしれませんが、一人の利用者
の安心は、その家族や親戚、家族の会社や友人など、大きな視点で見てみれば必ず幾つもの安
心に繋がっています。　私達が高いレベルの介護サービスを提供し利用者一人ひとりの安心を
しっかりと守ることが、やがては社会全体への大きな安心に繋がっていくものと確信していま
す。小さなサービスが社会全体へ大きく波及していくことを我々は信じています。
　この理念を実際に実現するために働くスタッフは勿論、利用者やご家族、地域などエーデル
に関わる全ての方々に対してどのような行動をとるのかを宣言したものが『THE EDEL 
WAY（法人行動宣言）』です。

【THE　EDEL　WAY】
①全ては利用者のために
②職業人として自覚ある行動を
③良いシゴト、楽しくいきいきと
④社会とともに成長を
⑤介護業界を変えていこう

事業内容 特別養護老人ホーム　60名
ショートステイ　　　５名
グループホーム　　　５名
デイサービス　　　　30名
生活支援ハウス　　　５名
ケアプランセンター

収入
（法人全体）
平成22年度決算

①社会福祉事業 462,260,523円
②公益事業 0円
③収益事業 0円
合計 462,260,523円

従業員数
（法人全体）  70名（非常勤含む）

当面する経営
課題

①人材確保と人材育成の両立
②設備老朽化に伴う改築、修理
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発表する取組
みに着手した
理由、背景

　当法人は各セクション、部署において各々が管理する分離化が進んでおり、各リーダー層も
自分のセクション以外には興味を示せなかったり理解が進んでいない傾向があった。人材確保
や設備の修理、施設運営の方向性など、具体的な計画やビジョンがなく、場当たり的な対応に
なっており、多くの面で管理、計画性がなく不十分であった。また役職者以外の一般職員が、
なかなか施設運営全般について意見する場が確保されておらず、法人全体の有益性を考えた時
に、せっかくの能力や意見が一部のセクションのみでしか発揮されていないことはマイナスで
あった。
　そこで新しい取組として『執行室制度』を立ち上げた。従来のように一人の人間のみの価値
判断で方向性を決定するのではなく、各スタッフがチームとして問題を自覚し、解決に向け尽
力していくこと。これが執行室制度の目指すべき理想です。
　執行室はいわゆるプロジェクトチームであり現在以下の５つが稼働している。

①経営運営戦略室　　②人材確保対策室　　③介護統括室　　④業務円滑トラブル防止室
⑤設備管理室

　執行室が取り組むべき問題は迅速かつ確実に対策が必要な案件ばかりです。よって従来から
ある委員会よりも強い権限をもっており、執行室で決まった施策や方向性は施設の方向性に直
結しています。強い『責任』と『自覚』をもって執行室員は案件に取り組むことが要求されま
す。

発表する取組
みの現時点で
の効果

　まだ制度導入後から半年しか経過していないが、かなりの数の案件が解決し、また複数のプ
ロジェクトも進行中である。各執行室ごとに様々な資料やノウハウが蓄積されてきており、今
年度中には、各執行室による計画書も策定する予定である。
　執行室に選ばれた職員は少数であるが、執行室員の自覚と誇りが出てきており、法人全体の
問題を自分の問題と捉え真剣に課題克服に取り組んでおり成果は、かなり出てきていると自負
している。
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